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般
教
育

英語発展Ⅰ～Ⅵ
興味関心・目的に合わせた発展学習

海外研修プログラム
目的・レベル別の語学研修

大学での授業は、各学部・学科の専門知識を学ぶ専門科目と、広い視野を獲得する
ための科目が用意されている一般教育科目に分かれています。
一般教育科目の単位は主に１年次に取り、多様な視点から物事を見ることができる、
広い教養を持った専門家の育成を目指します。

幅広い知識と判断力を育む
講義科目

1年次使える英語を
身につける

2年次 3年次 4年次

あらゆる分野に
応用できる基礎力

英語A～D
聞く・話す・読む・書く＋語彙・文法の基礎固め

必　修

グローバル時代に
必要な実践力選　択

多文化共生に向けた
異文化理解力留　学

一般教育
General Education

語学教育プログラム

聞くため、書くため、話すために読む

聞きとれない英語でも読んだらわかったという経験はないでしょう
か。ところが、読んでわからない英語は聞いてもわかりません。書い
たり話したりもできません。担当している授業では、英語で読む量、
読む質、読む速度を上げることに重点を置いています。確かな読解
力は、英語に限らず、コミュニケーション能力を高める原動力だから
です。授業で扱うのは特別な英語ではありません。インターネット上
の身近な記事やニュースなど普段使いの英語です。読む力を鍛え
て、英語で理解できること、表現できることを増やしていきましょう。

キャリアを踏まえた実践的な英語学習

本学ではさまざまな専門性・背景を持つ教員が英語に携わってい
ます。例えば私が担当する科目では、所属学部で活用できるように、
看護福祉学部では現場で必要な英語基礎力を養い、地域政策学部
では、日本の企業やものづくりに関する内容を英語で学びます。選
択科目では、インターンシップレターの書き方、電話でのやりとりな
ど、将来の仕事を見据えた実践的スキルを養います。英語が得意な
学生も不得意な学生も、国内外で働く場合でも、英語を使う機会は
増えています。その時にしっかりと対応できるよう、幅広い学びを提
供しています。

国際センター  森 英樹 教授 国際センター  ヨコタ ミヨ 教授

外国語を学べば、それだけ多くの人や情報とのつながりが生まれます。異なる文化を深く知り、
異なる世界観にも触れられます。英語はもちろん、中国語、韓国朝鮮語、ドイツ語、フランス語、
ロシア語も自由に学べる環境で、実践力と国際感覚を高めましょう。

語学教育

確かな語学力と国際的な視点をたずさえ、多文化共生時代を生きる

国際センター
紹介はこちら

Curriculum
４年間の学びの流れ

英語A、英語B、英語C、英語D

ICTリテラシー、データサイエンス基礎、情報科学

キャリア形成論

英語発展ⅠA～ⅥA、英語発展ⅠB～ⅥB

データサイエンス応用、プログラミング基礎・応用、情報処理演習、メディア情報リテラシー、
情報技術者（国家試験）ほか

哲学、倫理学、宗教学、歴史学、東洋思想、西洋思想、東洋史、西洋史、現代家族論、社会学 ほか

政治学、経済学、経営学、法学、日本国憲法、国際社会と法、現代人権論、異文化理解と多文化共生

体育実技、スポーツ科学、運動処方論

統計学基礎、解析学、代数学、物理学、バイオサイエンス基礎、脊椎動物の進化、地球史入門 ほか 

恐竜学、福井を学ぶ、多文化共修フィールドワーク ほか

中国語、韓国朝鮮語 ほか

導入ゼミナール、教養ゼミナール

英語

情報

キャリア

英語

情報

人文科学

社会科学

健康科学

自然科学

地域

第２外国語

導入教育

必
修
科
目

選

択

科

目

Curriculum
カリキュラム

※2026年度カリキュラム。科目は変更となる場合があります。

教員・専門分野一覧

横山 芳博 副学長（総括）・センター長・教授

森 英樹 副センター長・教授 言語学、日英語対照

ヨコタ ミヨ 教授 形質・自然人類学、職業安全、英語

国際センター 古藪 真紀子 准教授 国際開発、ジェンダーと開発、平和構築

Jared Denman 准教授 日本学

吉住 晃 准教授 英語教育、英語スピーキング

渡邉 綾 准教授 応用言語学、英語教育、会話分析
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「情報センター」では、学内Wi-Fiへの接続やパソコン利用等
に関するさまざまな相談に応じています。

学生のための情報関連の相談窓口

情報処理推進機構が実施する「ITパスポート」や「情報セキュリ
ティマネジメント試験」、日本ディープラーニング協会が実施す
る「G検定」などの資格取得を支援する授業があります。

取得可能な資格

自分のパソコンを持参して個人やグループで学ぶことができる
アクティブラーニング室やプログラミング等の演習で使用する
情報演習室があります。

ICTを用いた学習環境

AIの利活用やデータ分析、プログラミング等、専門教育の基盤となる知識や技能を学ぶ「全学数理・データサイエンス・AI教育
プログラム」を提供しています。本学のプログラムは、応用基礎レベルも含めて、どの学部の学生でも履修できます。

情報教育

数理・データサイエンス・AI教育、DXの推進、ICT利用支援

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
（応用基礎レベル）

常に最新のAI技術を取り入れたプログラミング演習を行っています。
探求型の実践的な演習として、株価予測アプリの開発や企業の実
データを用いた売上予測アプリの開発、脳の画像データから病気の
有無を分類するアプリの開発など、多彩なプロジェクトに取り組んで
います。これにより、高度なプログラミングスキルとAI技術の応用力
を身につけることを目指しています。

プログラミング応用 情報センター  村田 知也 准教授

最新のAIを活用したアプリ開発の実践

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
（リテラシーレベル）

多様な専門分野に応用できるデータリテラシー（データを読み解き、
適切に活用する能力）の修得を目標とした授業です。データを扱うた
めに必要なExcel等の基本操作、データを読み解き、説明できるよう
に、可視化手法や記述統計学の基礎を演習形式で学習します。ま
た、産業界からゲストスピーカーをお招きし、身につけた知識や技能
が社会でどのように活かせるかを考えます。

データサイエンス基礎 情報センター     徳野 淳子 教授
田中 武之 准教授
谷川 衝 准教授

データリテラシーの修得

全学数理・データサイエンス・AI教育プログラムでは、
基礎的素養を養う「リテラシーレベル」と現実の課題を
解決する為の実践的な能力を育成する「応用基礎レベ
ル」を実施しており、どちらも文部科学省の「数理・デー
タサイエンス・AI教育プログラム認定制度」に認定され
ています。（2028年3月31日まで） （2029年3月31日まで）

本学が教養教育を通して目指すのは、多様な知識を有し、確固とした視点に基づく的確な判断を下し、行動することができる人間の
育成です。各学部の専門教育と連携しながら、総合的な視野を育てる教育を提供します。

一般教育科目例

一般教育

世界の中での自分の位置を知る

スポーツで学び、仲間とつながる

体育実技は、男女が同じクラスで学ぶ一般教育科目です。週１回の授業を
通して心身の健康づくりに取り組みます。スポーツを楽しみながら、「種目を
学ぶ」のではなく「種目で学ぶ」という姿勢を大切にしています。単に技術
向上を目指すだけでなく、体力の向上や生涯にわたってスポーツに親しむ
ための基礎的な知識と能力を実践的に身につけていきます。また、学部を
越えた学生同士の交流が生まれ、仲間と協力しながらコミュニケーション
を深めることも大切なねらいです。運動が得意でない方もどうぞ気軽に受
講してください。

この社会の「当たり前」をとらえ返す

私たちは、自分が生きている社会の影響を強く受けており、その磁場から
抜け出すのは容易ではありません。しかし社会の「当たり前」を成り立たせ
ている論理や仕組みを理解したり、他の社会での「当たり前」と比較したり
することで、その磁場から少し距離をとることは可能です。この授業では、
学校で教育を受ける、職場で働く、人と支え合う、食物をとって生きる等の
局面において、「当たり前」とされる見方をとらえ返していきます。この社会
の「当たり前」を再考することは、より柔軟な見方を促し、自らの選択肢の幅
を広げることにつながります。

法的思考で社会を捉える、討論で視野を広げる

少人数でじっくり学ぶゼミ形式の授業です。社会で起こるさまざまな問題
を、法の考え方を手がかりに整理し、自分なりの答えを探していきます。前
半は憲法・民法・刑法等についての基本的なテキストを使って、「原則と
例外」から考えるという法的思考の基本を身につけます。後半は班ごとに判
例を調べ、表現の自由、プライバシー、夫婦別姓、障害、学校の校則など身近
なテーマについて発表・討論します。学期の半ばには、福井地裁に裁判傍
聴にも行っています。受講生同士で対話しながら視野を広げ、考える力を伸
ばしていきます。

体育実技 共通教育センター  石原 一成 教授

社会学 共通教育センター  加藤まどか 准教授

教養ゼミナール
（法的に考える） 共通教育センター  根田 恵多 准教授

共通教育
情報はこちら

情報センター
紹介はこちら

教員・専門分野一覧

横山 芳博 副学長（総括）・センター長・教授

徳野 淳子 副センター長・教授 情報科学、教育工学

田中 武之 准教授 数理工学、信頼性工学

情報センター 谷川 衝 准教授 天文学、データサイエンス、数値シミュレーション

村田 知也 准教授 情報工学、プログラミング教育、VR、ゲーム、AI

眞田 嵩大 助教 理論計算機科学、圏論的意味論

教員・専門分野一覧

北島 啓嗣 副学長（地域連携）・センター長・教授

石原 一成 副センター長・教授　健康・スポーツ科学

共通教育センター 亀田 勝見 教授 中国思想史

木村 小夜 教授 近代国文学

長岡 亜生 教授 アメリカ文学

加藤 まどか 准教授 社会学

根田 恵多 准教授 憲法学、比較憲法学（アメリカ）

渡邉 浩一 准教授 哲学
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日々複雑化・高度化する社会の課題を解決し、持続可能な社会を実現する鍵は、「知
の活用」にあります。本学大学院には、特色のある４研究科８専攻が設置され、「知の
活用」を学ぶ上で最適な学修環境を提供し、専門的知識・能力の活用を図る人材
の育成と高度な学術研究を推進しています。

「知の活用」を学び、
豊かに現代社会を生き抜く人材を育てる

大学院
Graduate School

充実した支援制度

経済・経営学研究科

長期履修制度
博士前期課程／修士課程／博士後期課程

職業を有している等の事情により、２年（後
期課程は３年）では履修が困難な場合、２
年（同３年）分の授業料で３年または４年
（同４年、５年または６年）かけて履修するこ
とができます。

リサーチ・アシスタント
博士後期課程

教員が行う研究プロジェクト等において、研
究補助業務を行う院生に対して報償費を支
給します。

ティーチング・アシスタント
博士前期課程／修士課程

学部の講義や演習等において、教育補助業
務を行う院生に対して報償費を支給します。

学会参加旅費助成
博士後期課程

研究領域の最新情報の把握と自らの研究
成果発表を行う場合において、その学会参
加に要する旅費を助成します。

教育訓練給付制度
経済・経営学研究科（博士前期課程）
看護福祉学研究科／健康生活科学研究科

一定の条件（雇用保険上）を満たし修了した
院生に対し、授業料等の２割（上限10万円）に
相当する額をハローワークから支給する教育
訓練給付制度の講座に指定されています。

フィールドワーク研修旅費助成
博士前期課程／修士課程

授業の一環として、実地調査、情報収集等
の研究活動を行う場合において、その研修
に要する旅費を助成します。

経済・経営学研究科では、学部からの進学者だけではなく、海外か
らの留学生、現役の社会人、退職後に改めて深い学びを希望する方
など、多様な院生が互いに刺激し合いながら研究に励んでいます。
大学院での研究には、教員からの知識を受け取るだけでなく、主体
的に自らの研究課題を設定し、先行研究を調べ、新たな知見を得よ
うとする姿勢が求められます。学術論文として研究の成果を発表す
るまでの道のりは決して楽なものではありませんが、本研究科には
研究活動をしっかりとサポートすることのできる教員が揃っていま
す。また、教員との距離が近いという本研究科ならではの特長もあり
ます。

地域・国際経済政策専攻 博士前期課程 ２年
●経済学に基礎を置き、地域公共政策、国際経済の研究を
行います。

●修士論文を書いて、修士（経済学）の学位を取得できます。

経営学専攻（ビジネススクール） 博士前期課程 ２年
●経営学・会計学に基礎を置き、企業経営・管理の研究を
行います。
●修士論文またはプロジェクト研究に取り組み、修士（経営
学）の学位を取得できます。

経済研究専攻 博士後期課程 ３年
●理論と政策を一体化させた高度な学術研究を行います。
●博士論文を書いて、博士（経済学）の学位を取得できます。

看護福祉学研究科

看護福祉学研究科は、看護学専攻と社会福祉学専攻からなり、医療・
看護学から社会福祉学までの幅広い領域を対象として扱います。両専攻
が共に学べる共通科目を置くと共に、それぞれの専門科目を学修できる
ボーダーレスなカリキュラムを組んでいます。研究において必要な高度な
専門知識、方法論、論理的思考や生命倫理を指導します。また、通信情
報技術（ICT）の積極的活用による遠隔での授業・研究指導にも対応し
ます。Virtual Reality(バーチャルリアリティー ) などのDXの利用や他専
門分野との融合研究も推進します。将来の高度専門職・研究者・教育
者を担うリーダーとなる人材を育成します。

看護学専攻 修士課程 ２年
●看護学専攻は看護マネジメント学、健康科学・基礎看
護学、成人看護学、老年看護学、母性看護学、小児看護
学、精神看護学、地域・在宅看護学、公衆衛生看護学
の９領域を設けています。
●看護マネジメント学領域は日本看護協会の認定看護管
理者審査要件を満たしています。
●養護教諭一種免許状を有している人は、「養護教諭専
修免許状」を取得できます。
●修士（看護学）の学位を取得できます。

社会福祉学専攻 修士課程 ２年
●社会福祉学専攻は、北陸で最初に開設された福祉系大
学院です。
●毎年行われる研究報告ワークショップや中間発表会で
研究のブラッシュアップを図ります。
●修了生は、福祉・保健・医療・教育・司法・労働等
の多方面の分野で全国的に活躍しています。
●修士（社会福祉学）の学位を取得できます。

健康生活科学研究科

健康生活科学研究科は、2023年（令和５年）に開設した福
井県内では初の看護系博士後期課程です。本研究科では、
保健・医療を担う看護学と福祉を担う社会福祉学が融合
し、健康から生活までの課題に対して領域横断的に研究す
る「健康生活科学」という新学問領域を立ち上げ、
「Well-being（健康と幸福）に向けた共生社会」を目指す研
究の推進と研究者の育成を目的とします。

健康生活科学専攻 博士後期課程 3年
●健康から生活までの多様な課題を包括的に探究できる自律的・
国際的な研究者、 基盤となる専門的知識・技術と高い見識を
兼ね備え、地域にも貢献できる大学教員や行政担当者を養成し
ます。
●博士（健康生活科学）の学位を取得できます。

地域・職域 市町村・学校区

国・都道府県

社会全体のWell-being（健康と幸福）の向上

人口減少・超少子高齢社会対策・
健康生活格差の是正

医療福祉
連携

予防
・
改善

共生社会
の実現

エンパワ
メント

看護
（保健・医療）

社会福祉

健康基礎科学

家族・知人 自治会・町内

虐待・暴力

失業・貧困

孤独・孤食

ダブルケア

生活習慣病

フレイル

認知症

メンタル不調

慢性疾病・がん

感染症

個人 世帯 生活課題健康課題

Graduate School of Economics and Business Administration

Graduate School of Nursing and Social Welfare Sciences
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生化学、分子生物学、分子細胞生物学の手法を用いて、植物細胞の諸機能を
支える遺伝子やタンパク質の働きを解明することを目指しています。具体的
には、植物が保持するシグナル情報伝達系、病害抵抗性、形態形成、特化代
謝産物生産、プログラム細胞死
の仕組みを解明しています。更
に、これらの成果を応用して新
規植物資源の開発を試み、食
糧分野や環境分野への貢献を
目指しています。

水圏生物の生態、環境応答、環境適応、多様性などの解明を目指し、水圏の
一次生産を担う藻類の生物多様性や適応進化、形態形成や生活環の制御機
構、独立栄養や繁殖に関する
生理生態、魚類を中心とする
水圏動物の回遊生態や生物多
様性、水圏生態系の生物生産
や食物網構造ならびにその応
用に関する教育・研究を行っ
ています。

古代の生命の記録である化石を用いて、生命進化や古環境を解明することを
目指しています。特に恐竜を中心とした脊椎動物化石について、国内外の野
外調査を重視しながら、CT を
使った頭骨の内部構造の解析
や現生脊椎動物との比較研
究、恐竜時代の脊椎動物の分
類学的・生態学的研究を行っ
ています。

豊かな自然に囲まれた地域特性を活かし、微生物、動物、植物を含む多様な生物資源を作出・開発します。また、これらの生物資源
を素材として遺伝子、酵素・タンパク質、代謝産物などの生物機能を分子レベルで解明し、これらの成果に基づく応用開発を行い
ます。加えて、有用微生物や食品の機能性の探求だけでなく、環境との調和を考える上で重要な植物資源の保護や生態学的研究、
地域農政、古生物学なども研究しています。

生物資源学専攻　博士前期課程 2年・博士後期課程 3年
日本海・若狭湾など大学を取り巻く多様性に満ちた海域をフィールドに海洋生物資源の持続的な利用を目指して多角的な調査研
究を実施します。魚介類や藻類など海洋生物の生理・生態に関する基礎的研究と共に、有用資源の増養殖に関する研究、海洋環
境やその保全に関する研究を行います。加えて、海洋生物の原料学的特性の解明、新機能性食品開発などの応用・開発研究を行い
ます。

海洋生物資源学専攻　博士前期課程 2年・博士後期課程 3年

生物資源学研究科

分子生物学 植物分子生物学／応用分子細胞生物学／分子生物学専攻演習／分子生物学専攻実験
植物資源学 遺伝資源学／生物生産環境学／植物資源学専攻演習／植物資源学専攻実験
分子機能科学 微生物機能学／食品機能化学／分子機能科学専攻演習／分子機能科学専攻実験
応用生化学 構造生物学／生体機能分子工学／応用生化学専攻演習／応用生化学専攻実験
創造農学 実践育種学／実践園芸学／創造農学専攻演習／創造農学専攻実験
古生物学 生物進化学／地球環境史学／古生物学専攻演習／古生物学専攻実験

［基礎科目］

天然分子機能学／生体物理化学／地域生態学／植物感染生理学／薬物作用学
植生管理学特論／英語発表技法／バイオインフォマティクス特論／農産物機能利用学特論

［専門科目］

［専門科目］

［選択科目］ 博士論文指導S・F

［選択科目］　博士論文指導S・F
分子進化学特論／生命機能有機化学特論／光合成特論／生殖生物学特論／動物遺伝子工学特論／
細胞培養工学特論／食料・農業政策特論

［研究科共通の授業科目］

分子生物学 分子生物学特別研究
植物資源学 植物資源学特別研究
分子機能科学 分子機能科学特別研究
応用生化学 応用生化学特別研究
創造農学 創造農学特別研究
古生物学 古生物学特別研究

※2026年度カリキュラム
　科目は変更となる場合があります。
※演習・実験・研究のⅠS・ⅠF・ⅡS・ⅡFは
　省略しています。

水圏生物生態学 藻類学／水圏生態学／水圏生物生態学専攻演習／水圏生物生態学専攻実験
海洋生物培養学 海洋生物培養学／海洋生物培養学専攻演習／海洋生物培養学専攻実験
海洋生物育成学 海洋生物育成学／海洋生物育成学専攻演習／海洋生物育成学専攻実験
海洋生態環境学 海洋生態工学／海洋微生物生態学／海洋生態環境学専攻演習／海洋生態環境学専攻実験
海洋生物資源利用学 生物資源利用学／食品機能化学／海洋生物資源利用学専攻演習／海洋生物資源利用学専攻実験
海洋情報科学・社会科学 海洋情報科学・社会科学／海洋情報科学・社会科学専攻演習／海洋社会科学専攻実習／海洋情報科学専攻実験

［基礎科目］

専門特別講義Ⅰ～Ⅵ／水圏生物生態学特論Ⅰ・Ⅱ／海洋生物培養学特論／
海洋生物育成学特論／海洋生態環境学特論Ⅰ・Ⅱ／海洋生物資源利用学特論Ⅰ・Ⅱ／
海洋情報科学・社会科学特論Ⅰ・Ⅱ／水圏遺伝資源学特論

［専門科目］

分子進化学特論／生命機能有機化学特論／光合成特論／生殖生物学特論／
動物遺伝子工学特論／細胞培養工学特論／食料・農業政策特論

［研究科共通の授業科目］

博士後期課程

［専門科目］
水圏生物生態学　水圏生物生態学特別研究
海洋生物培養学　海洋生物培養学特別研究
海洋生物育成学　海洋生物育成学特別研究
海洋生態環境学　海洋生態環境学特別研究
海洋生物資源利用学
　海洋生物資源利用学特別研究
海洋情報科学・社会科学
　海洋情報科学・社会科学特別研究

※2026年度カリキュラム科目は変更となる場合があります。
※演習・実験・研究のⅠS・ⅠF・ⅡS・ⅡFは省略しています。

博士後期課程

次世代の水産養殖技術の創生を目指し、情報技術を駆使して、ゲノム科学に
基づいた養殖技術や画像解析による養殖管理手法の開発を進めています。
また、持続可能な水産業の確
立を目指し、マーケティングや
ビジネスモデルの構築などを
テーマに、情報科学・社会科学
の立場からも教育・研究を進
めています。

分子生物学

栽培植物およびそれに近縁の野生植物について、現地調査、採集材料・実験
系統の遺伝分析を行うと共に、有用形質の発現機構を分子生物学的に解析
し、その育種的利用を図ってい
ます。植物と環境の相互作用の
メカニズムを生理学的、生態学
的に究明し、気候変動に適応し
た植物の作出やカーボンニュー
トラル・環境保全に配慮した植
生管理法の開発をしています。

植物資源学

有用微生物の探索、微生物機能に関する基礎および応用研究を行い、微生
物および酵素を応用した産業的有用物質の生産とその機能の開発を目指し
ています。各種食品成分が示
す多彩な生理機能を動物個体
や組織・細胞レベルで究明し、
機能発現機構を解明すると共
に、微生物酵素などを利用した
機能性食品の創製を目指した
基礎研究を行っています。

分子機能科学

古生物学

農作物の品種改良・生産・利
用に関する研究、生物資源や
微生物の利活用に関する研
究、地域農政に関する研究を
行っています。これらの研究の
成果を統合し、「農の新時代」
の実現を目指します。

創造農学

生体機能の解明とその工学的応用に関する基礎研究として、タンパク質・酵
素の立体構造解析および機能発現メカニズムの理解、タンパク質工学を利
用した機能改変、新規分子素
子の設計および高感度分析法
の開発、バイオセンサーやバイ
オ電池の開発、生物電気化学
的手法を用いた生体膜モデル
系の基礎研究とその応用に関
する研究などを行っています。

応用生化学

水圏生物生態学

水圏生物の増養殖技術と生物多様性保全の新たな展開を目指し、海洋生物・
生態学、水圏生態学、行動学、水産資源学、水族栄養学などを基盤として、基
礎的および応用的な教育・研究を行っています。特に、現在進歩の著しいバイ
オテクノロジーを基礎とし、成熟産卵
の制御、餌料生物の培養、物理化学的
および生物的環境の制御、成長促進、
養魚飼料開発、生物多様性保全などの
ために、実験室のみならず、養殖場など
のフィールドでも研究を行っています。

海洋生物育成学

海洋や湖沼などの水圏環境を物理学的、化学的、微生物学的に解明すること
を目指しています。海洋物理学や水理学を基礎とした海洋の流れや波浪に
関する研究、生物地球化学や
微生物の生理学や生態学的側
面から物質循環過程や水質に
関する研究、ならびに水圏環境
の物理的・化学的・微生物学
的諸過程と生物生産の相互作用
に関する研究を行っています。

海洋生態環境学

海洋生物資源を、食料をはじめ化粧品・医薬品など生命関連素材として高
度利用することを目指しています。水産物の安全性、鮮度、機能性に関する
研究、魚介類コラーゲンの性状
解明・有効活用に関する研究、
未利用資源からの生理活性物
質の探索とその応用研究など、
海洋生物資源を有効利用する
ための研究を基礎から応用ま
で幅広く展開しています。

海洋生物資源利用学 海洋情報科学・社会科学

水圏生物の生物学と増養殖技術の新た
な展開を目指し、動物生理学、遺伝学、ゲノ
ム科学、海洋動物培養学、水族病理学、免
疫学などを基盤として、基礎的および応
用的な教育・研究を行っています。特に、
先進的なゲノム科学を基礎とし、成熟産卵
の制御、成長促進、魚病対策、育種などの
ために、実験室のみならず、養殖場などの
学内外で広く研究を行っています。

海洋生物培養学

Graduate School of Bioscience and Biotechnology

博士前期課程カリキュラム 博士前期課程カリキュラム
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地域を取り巻く環境は厳しさを増しています。少子高齢化は人
口減少を招き、企業の後継者不在問題は、魅力的な働く場を
失わせます。また、医療や介護の現場を中心に、人手不足が深
刻な状況に陥るなど、多種多様な問題を地域は抱えています。
地域経済研究所では、地域のリアルな実態を客観的に把握
し、理論と現場のハイブリットな調査や分析を通じて、地域経
済の活性化に向けた研究活動を行っています。また、経済界への情報提供や行政機関への地域課題の解決に向けた協力、県内
企業のグローバルビジネス支援など、多種多様な機関と連携・協働しながら、学術系シンクタンクとしての役割を果たしています。

当研究所は、2026年４月に開設した新学部
「地域政策学部」も含め、「学部や大学院の
充実状況」と研究所との関係をより強固に
していくことが重要だと考えています。多様
で個性的な研究者の参画を得て、研究所と
してのプロジェクトを戦略的に実施し、機関
誌やフォーラム等を通じて成果を公表し、
地域貢献の強化を図っていきます。
地域経済を掲げた国内で稀有の研究所とし
て、地域に根差した調査研究を進めていく
と共に、地域経済の理論や地域比較、地域
政策等の研究に積極的に取り組み、日本の
地域経済研究と地域政策をリードしていく
役割を強化していきます。

シンクタンク機能の
さらなる充実を推進します

研究所等
University Institutes

CloseUp!

• 地域経済研究所
• 図書館
• 生物資源開発研究センター

• 海洋生物資源臨海研究センター
• 恐竜学研究所

北陸新幹線開業による福井県経済の変化を分析

2024年３月、北陸新幹線の金沢―敦賀
間が開業しました。地域経済研究所で
は「北陸新幹線プロジェクト」を立ち上
げ、地域経済や都市構造に関する統計
データの分析や地図作業などを2024
年度から３年間にわたって行いました。
また2025年10月にハピリンホールで地
域経済研究フォーラム「北陸新幹線による福井の変化と今後の政策課題を探る」を
開催するなど、研究成果を広く地域の方 と々共有できるイベントも開催しています。

地域経済やグローバル経済などの最新情報の発信

地域経済やグローバル経済、地域企業の経
営、Well-being（幸福）、DXなど、多様なテー
マを設け、対面形式やオンライン形式でのセ
ミナー開催や、地域分析のためのデータベー
スをWebで公開するなど、コンテンツの充実
を図っていきます。

国内外の研究機間との連携

北九州市立大学の地域戦略研究所、大韓民国大邱政策研究院と連携協定を結んで
います。2025年８月には、大邱政策研究院から３名をお招きし、「韓国の国土政策と地
方高速鉄道―日本との比較」をテーマに、グローバル地域研究セミナーを開催しました。

地元・地方から世界・地球まで
地域経済の発展に貢献する研究機関

地域経済研究所 Research Institute for Regional Economics

生物資源開発研究センターは、本県に適した農
作物の新品種開発や新微生物資材、環境調査、
地域農政課題解決策などの研究成果（シーズ）
を民間企業や地域農業者、行政などのニーズと
マッチングすると共に、成果品の社会実装を担
う大学発ベンチャー「県大アグリ」と連携しなが
ら、産官学共同で地域農業振興への貢献を目
指しています。
また、創造農学科開設を契機として、「農」に関わる多くの農業経営者や企業団体、行政、大学教員による「ふくい農力アップ！ネット
ワーク」を設立しました。毎年開催する情報交換会などが契機となり新プロジェクトも始動しています。今後とも地域との連携・交
流をさらに進め、地域課題の解決や人材育成に取り組んでいきます。

「農」に関わる多くの人たちと連携・交流

生物資源開発研究センター（生物資源学部附属施設）

海洋生物資源臨海研究センターは、水産海洋研
究に欠かせない魚介類の飼育設備と実験に必
要な高度な分析機器を備えた「かつみキャンパ
ス」の施設です。さらに、目の前に広がる小浜湾
で増養殖研究や環境調査をするための調査船
「セリオラⅡ」を所有しています。
これらは、海洋生物資源学部共通の施設、機器
として教員・学生に利用されています。また、先端増養殖科学科の研究講義棟と新しい飼育棟が供用されました。先端増養殖科学
科との相乗効果を発揮して、互いの機能を補完し合うことができ、さらなる教育の充実と研究の深化が期待されます。

先端増養殖科学科との相乗効果

海洋生物資源臨海研究センター（海洋生物資源学部附属施設）

図書館では、図書や学術雑誌の収集・整備を
通じて、学生・教員の学修、教育、研究活動を
支援しています。また、地域に開かれた図書館と
して、県民の方々にも閲覧・貸出サービスを広
く提供しています。図書館・室は永平寺、小浜、
勝山の各キャンパスに設置されています。
蔵書は約40万冊にのぼり、毎年、図書約3,000
冊、学術雑誌約450種、電子ジャーナル約4,000種（SpringerLink、Business Source Premier など）を購入しています。また、東洋
経済DCL、CAS SciFinder、Web of Science等、多様なデータベースも整備しています。さらに、永平寺キャンパス図書館の閲覧室
内にはアクティブ・ラーニング・スペースを設け、グループ学習や授業での活用を支援しています。

学生と教員が知を深めるための情報シンクタンク

図 書 館

Research Center for Bioresources Development

Research Center for Marine Bioresources

Library

教員・専門分野一覧

松原 宏　地域政策学部長・所長・教授 佐々井 司 教授　人口学、社会保障、統計分析、社会調査 ※兼担教員：地域政策学部の教員18名地域経済研究所
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推し活
学生

地域教員

職員

地域 教員

専門性が息づく
現場へ

経済、生物、農業、海洋、
看護福祉、恐竜など、教
員の専門性が地域でど
のように活かされている
のか。そのリアルな現場
ニーズに立ち会い、地域
の課題解決に直結する
取り組みを共に見つめ、
支えています。

研究の「芽」から
共に歩む

完成された研究だけで
なく、研究の“芽”（シー
ズ）段階から寄り添い、
広報や起業支援なども
含めた幅広い継続的な
伴走を行います。挑戦と
試行錯誤の中にこそ、新
たな価値が芽吹きます。

Grooving ACT

Grooving ACT

2023年９月、福井県で６番目となる新種恐竜
（鳥類を除く）を発表しました。この恐竜は、走
るのに適した体型を持つ「ダチョウ型恐竜」とし
て知られるオルニトミモサウルス類に属します。
従来、ティラノサウルス上科に特有と考えられて
いた特徴がこのグループにも見られることを示
す重要な発見であり、「福井の暴君（ティラノ）
もどき」を意味するTyrannomimus fukuiensis

（ティラノミムス・フクイエンシス）と命名されま
した。オルニトミモサウルス類としては日本初の
新種です。さらにこの発見により、このグループ
の起源が従来の推定より700万年以上遡る可
能性が示され、進化や分布の拡がりを考察する
上で貴重な知見が得られました。

新種の恐竜を発表

福井県には日本最大の恐竜化石発掘現場があります。1989年に始まった発掘調査は、2023年まで30年以上にわたり継続され、鳥
類を含む７種の新種の恐竜類が発見されました。2023年には福井県立恐竜博物館がリニューアルされ、年間100万人以上が訪れる
日本随一の自然史系博物館となっています。
こうした「恐竜王国」福井において、「学生が恐竜を研究できる場」を提供
し、恐竜の研究拠点になることを目的とし、2013年に恐竜学研究所が設
立されました。本研究所では、恐竜博物館との密接な連携による展示標
本や発掘現場を活用した、いわゆる“リアル（フィジカル）”な研究を中心に
据えつつ、最新機器を使用した“デジタル”な研究手法も取り入れ、質の高
い研究を展開しています。
さらに、福井県内にとどまらず、国内外での発掘調査や標本調査を通じ
て、多様な研究機関とのネットワークを構築し、恐竜だけでなく幅広い古
生物の研究を進めています。近年では、CTスキャン技術を活用した研究
にも力を入れ、最新技術を駆使した研究手法の確立と新たな分野の開拓
を進めています。

古生物研究における
“リアル”と”デジタル”の融合

デジタル技術が明らかにする恐竜の生態

発掘調査に加え、CTスキャンを活用した
研究にも注力しています。骨化石を破壊せ
ずに内部構造を解析できるため、未知の
恐竜の生態を解明する重要な手法となっ
ています。本研究所では、多様な化石を
CTスキャンし、恐竜のケガや病気など、当
時の生活環境を明らかにしていきます。

海外ネットワーク

現場重視の恐竜研究機関として、福井県立恐竜博物館
や中国、タイなどの国内外の博物館・研究機関と連携
し、共同研究や交流を積極的に推進しています。海外で
の学会参加に加え、福井県でも国際シンポジウムを開
催し、研究レベルのさらなる向上を目指しています。

多様な分野との交流

本研究所は、開所以来、多様な研究機関と交流を重ね、密接な連携を築いてきまし
た。国内外の大学や博物館、研究機関に加え、産業技術総合研究所発ベンチャー
である地球科学可視化技術研究所とバーチャル技術を活用した研究や、地域主導
型の実践的なオープンイノベーションを推進しています。

ミイラ化したブラキロフォサウルス、通称“レ
オナルド”の皮膚痕で覆われた左前肢(左)と
断層画像から復元した骨化石の様子（右）

ティラノミムスの全身復元骨格

恐竜学研究所（恐竜学部附属施設） Institute of Dinosaur Research

福井県立恐竜博物館

推し活①／地域から全国へ。FPU研究シーズ発信の軌跡

FPUの「推し活」は、いち“推し”の研究の魅力を広く伝え、応援の輪を広げていく活動です。

福井県全域を
教育・研究のフィールドに
地域の持続可能性を支える
大学を目指して

本学では、地域貢献活動を大学一丸となって進めるため、学部の枠を越え
た全学的組織として2017年に「地域連携本部」を設立し、2025年には「地
域連携センター」として新たなスタートを切りました。地域の課題と学術研
究をつなぐ役割を果たすため、県内企業との共同研究や商品開発、大学発
スタートアップの創出支援、研究成果の情報発信など地域とタイアップし
たさまざまな取り組みをコーディネートしています。

地域連携
Regional Cooperation 地域連携

情報はこちら

CloseUp!

私たちは地元福井県内のさまざまな場面で
「推し活」を展開!
●地域課題に貢献：課題解決のための共同研究・受託研究・
学術指導の実施、学内ファンドなど

●地元企業の経営課題を解決：ふくい企業価値共創ラボ
●広報・情報発信：大学HP・SNS・ラジオ等を通じた地域へ
の情報発信

●各種イベントでの発信：地域産業展示会やビジネスマッチン
グイベントへの参加（例：大学見本市、テクノフェア、マッチン
グHUB、アグリビジネス創出フェアなど）

●研究成果の発信：研究シーズ集の発行を通じた研究内容の紹介
●社会実装・知財支援：知的財産関連セミナー開催、研究成
果の社会実装支援

●スタートアップ創出支援：TeSH（Tech Startup HOKURIKU）
　などを通じた起業支援

CloseUp!

推し活②／ビジネスアイデアコンテストに参加

金沢で開催された北陸発の産学官連携マッチングイベント「Matching HUB Hokuriku 
2025」の「学生ビジネスアイデアコンテスト M-BIP」に本学経営学科の学生が入選し、
ポスターセッションを行いました。
本イベントは、学生のアイデア、研究成果をビジネスに活かすべく、地域の若い力をイノ
ベーションにつなげ、北陸地域の活性化と人材育成を目的としています。

本学は、全国規模の展示会やマッチングイベントに積極的に出展することで、研究成果
の社会実装と地域連携の拡大に取り組んでいます。

活動紹介

・大学見本市～イノベーション・ジャパン（初出展）
・ジャパン・インターナショナル・シーフードショー ［東京ビッグサイト］
・アグリビジネス創出フェア（初出展）

・北陸技術交流テクノフェア ［福井県産業会館］

・Matching HUB Hokuriku 2025 ［ANAクラウンプラザホテル金沢］

教員・専門分野一覧

北島 啓嗣 副学長（地域連携）・センター長・教授

黒田 祐二 副センター長・教授　臨床心理学、教育心理学

地域連携センター

國崎 大恩 教授 教育哲学、教育思想史、教師教育

樋口 人志 特命教授 産学連携、知的財産、技術移転

教員・学生・職員・地域が一体となり、チームで連携しながら、
答えのない問いに共に挑む実践活動の場
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World Caféでは留学相談を実施しています。

気軽に相談してください！

国際交流・留学サポート
International Exchange／Support for Studying Abroad

日本ではわからないその国の様子を
実感できるのが最大の魅力

　日本に対する中国の経済的影響力に興味があり留学。前期は
中国語、後期は国際経済や貿易を学んでいます。中国語は漢字な
のでわかりやすく、特に四字熟語は親しみがあり覚えやすいです。
現地の食事や習慣、街歩きを通じて、ニュースで見聞きする中国と
は異なる一面を感じられるのが留学の醍醐味。また、エジプト人の
ルームメイトとの交流も楽しんでいます。将来は中国語を活かし
た仕事や海外で活躍したいと考えています。

留学先：中国／吉林大学
期　間：11ケ月

経済学部 経済学科

大友 智弘さん

交換留学 語学留学

個人＆グループレッスンに加え、
現地でできた友人との交流が楽しい

　在学中を有意義に過ごそうと留学に参加し、英語の個人レッス
ンとグループレッスンを経験しました。最初は知っている単語を駆
使しながらの会話でしたが、個人レッスンでは先生との“雑談”が
勉強だったのでとても楽しく、リスニングはすぐに慣れたという感
じです。現地の友人との買い物や食事で英会話へのハードルがか
なり低くなり、身近になりました。この経験を活かして、今後も積
極的に新しい環境に飛び込んでいきたいです。

経済学部 経済学科

田村 環和さん

英語に囲まれた環境で学ぶことで、
英語運用力が最大限に引き出された

　海外で生きた英語に触れたいと思い参加しました。英語の授業
と、最終日には英語でのプレゼンテーションに挑戦。私の班はシン
ガポールの｢Seafood culture,Fishery industry｣をテーマに、イン
タビュー内容の提案や資料を、議論を重ねながら作成して発表し
ました。聞き慣れない英単語にも遭遇しましたが、相手は英語のプ
ロ。良い意味で相手に甘えることで、自分の英語運用力が最大限
に引き出され、短期間で積極的に英語を話せるようになりました。

海洋生物資源学部 先端増養殖科学科

一瀬 樹羽さん

多国籍の参加者から学んだ
自由な言動と挑戦することの大切さ

　在学中に何かを頑張りたいと海外でのボランティアを選びまし
た。午前中は墓地の清掃や広場の解体作業など地域のボランティ
ア団体と活動。午後はフリーで、サッカーやサイクリング、休日には
近くの街や海への小旅行などを楽しみました。ボランティアのメン
バーはさまざまな国から来た約10人。彼らの自由な言動は、空気
を読み過ぎて悩むこともある自分には大きな刺激になりました。
今後も何事にも挑戦し、もっと広い世界を見たいと思っています。

経済学部 経営学科

石田 尚也さん

福井県立大学には、さまざまな留学・海外研修プログラムがあり、
学びに合わせて選べます。補助制度もあります。

さまざまな留学・海外研修プログラム

夏季または春季休暇中の２～５週間／イギリスまたはオーストラリア
英語発展個人研修

夏季休暇中の１週間／シンガポール
シンガポール異文化コミュニケーション研修：Beginner

春季休暇中の２週間／アメリカ
Lôkahi：英語で学ぶハワイ文化研修

福井県立大学の海外協定校※へ半年～１年間　※アメリカ、カナダ、イギリス、韓国、台湾、中国、ベトナム、タイ
長期留学

※永平寺キャンパス以
外の方はオンラインで
の相談も可能です。

看護福祉学部のフィンドレー大学短期研修（アメリカ）や海洋生物資源学部の養殖インターンシップ（フィリピン）など。
他にも、ゼミや研究室単位で海外活動が実施されています。また、海外協定校が主催するサマープログラムなどの機会もあります。

学部などで実施する研修など

・留学
・国際ボランティア
・ワーキングホリデー　など

●英語力の向上と国際化をより一層推進するため、2025年４月に「国
際センター」を設置しました。
　３つのチーム（語学教育、海外派遣・交流、外国人学生支援）で、グ
ローバルに活躍できる人材の育成を目指します。

●実践的な語学力や多文化理解等、国際感覚を身につけたグローバル
人材の育成の場として、2027年４月にオープン予定の「福井県立大学 
Global Gateway」の整備を開始しました。

リラックスした空間での多文化交流

◦ World Café／永平寺キャンパス

◦ Ocean's X／小浜キャンパス
学内に外国人インストラクターとの英会話や多文化交流を
楽しめる「World Café」と「Ocean's X」を設けています。こ
れらの交流スペースは、留学生による外国語勉強会や、学生
同士での留学、海外旅行の情報共有、各種イベントなど、学
部や学年に関係なくさまざまな交流ができる場として利用
され、学生スタッフたちが意欲的に活動に関わっています。

ワールド       カフェ

オーシャンズ エックス

グローバルな未来への挑戦をバックアップ

国際センター
紹介はこちら

先輩体験談

研修先：シンガポール／
シンガポール・ポリテクニック

期　間：１週間

異文化コミュニケーション研修

留学先：フィリピン
期　間：１ケ月

活動先：フランス
期　間：１ケ月

海外ボランティア

チューター制度 外国人留学生の交流の場としての「World Café」

福井県立大学では、さまざまな国・地域から外国人留学生を受け入れています（９か国・地域から42名）。

外国人留学生との交流

外国人留学生をサポートする日本人学生チューターを採用していま
す。チューターは外国人留学生と接し、互いの文化や考え方の違いに
触れることで、異文化理解を深めることができる貴重な体験です。

World Caféはさまざまな国からの留学生が集う憩いの場でもあり、
日本人学生と留学生の交流イベントも開催しています。また、留学生
が気軽に相談できるよう、ワンストップ相談窓口を設けています。

※2026年4月時点
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就職率（2025年度卒業生）

公務員の就職者数
（2025年度）

就職活動では大学での学びや経験によって培われた自分自身を分析し、強みや熱意を
企業等に正しく伝えることが求められます。県大には就職活動の拠点となる「キャリアセ
ンター」があり、さまざまな支援プログラムと個別の面談を通して、学生一人ひとりに寄り
添った、きめ細かな就職支援を行っています。多くの県内企業との信頼関係を活かし、
地元に根差した優良企業の求人情報を揃えて、就職活動をサポートします。

君の「やりたい！」を全力でサポート

キャリアサポート・就職支援
Career Support

就職希望の学生

ほぼ全員が就職

就職サポートの例

県大では、社会に出てから役立つ実践的な知識やスキルを身につけ
るため、地元企業人による講義や現場での学びを重視した授業が
充実しています。さらに、就職アドバイザーの丁寧なサポート体制に
より、高い就職率を毎年実現しています。　

公務員就職の

実績も多数

2025年度の就職者のうち、約２割の学生が国家公務員や地方公務
員として就職しています。

民間企業での採用実務やキャリアコンサルティングに熟達した就
職アドバイザーが常駐。学生の相談に個別対応し、丁寧にアドバイス
しています。エントリーシートの添削や面接試験を想定した実践的
な指導なども随時行っています。

インターンシップとは、学生が企業などで就業体験を行う制度で、
実際に職場に触れることで仕事への理解を深めるものです。県内
外のインターンシップ情報を集めて提示するほか、事前ガイダンス
等の事前指導を行っています。

就職ガイダンスの開催

年間を通じて、就職活動に必要な業界研究や自己分析の方法など、
就職活動についてイチから学べるテーマ別のガイダンスを実施。ま
た、就職活動体験報告会では、内定を得た先輩の体験談やアドバイ
スを聞くことができます。

企業説明会の開催

県内外から企業を招き、学生向けの業界・企業研究セミナーや個
別企業説明会を開催しています。さまざまな業種の企業の人事担当
者やOB・OGから、学生が直接説明を受けられる機会を設けてい
ます。

大手公務員対策の専門学校と連携した公務員試験対策講座を学
内で受講できるほか、官公庁人事担当者やOB・OGを招いた学内
官公庁説明会や内定者報告会を開催。公務員として働きたい学生
の皆さんをバックアップしています。

個別面談 公務員対策も充実

インターンシップ

就職活動のオンライン化に伴い、静かな環境で就職活動に取り組
めるWEB面接用個室ブースを設置しています。授業の合間などに、
企業説明会や面接、WEBテストを受けることができます。

WEB面接用個室ブース

学内専用の閲覧システム「つぐみナビ」では、各企業から寄せられた
求人情報のほか、先輩の就活体験記を閲覧できます。

就職試験対策・面接対策に役立つ参考書や経済雑誌、公務員採
用試験の問題集など就職活動に役立つ資料を豊富に取り揃えてい
ます。

図書・雑誌の閲覧 求人情報閲覧システム「つぐみナビ」

年次別スケジュール

１
〜
２
年
次

３
年
次

４
年
次

就職活動
スケジュール

キャリアセンター
就職支援

▪自己分析
▪業種・業界・企業研究
▪インターンシップ
▪エントリーシート準備
▪会社説明会

▪キャリアガイダンス

▪就職ガイダンス
▪業界研究セミナー
　業種・業界説明会
▪（随時）個別相談
　エントリーシート
　個別面接対策▪選考開始

　（筆記試験・面接試験）

• 就職活動オリエンテーション

• インターンシップ対策

• 自己分析・自己PRの作成

• エントリーシートの書き方

• 内定者就職活動体験報告会

• 面接に向けたマナー講座　など

99.8%

75名

教員一覧 北島 啓嗣 副学長（地域連携）・センター長・教授キャリアセンター
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内定先 セーレン株式会社

キャリアインタビュー

就活中の不安を親身にサポート
面接の練習が本番に活きる

　生物系に興味があって入学。少人数制
の授業やゼミでの学びは多分野にわた
り、視野が広がったことで、就活では多く
の企業を比較検討でき、多彩な事業を積
極的に展開している企業を選びました。
　キャリアセンターでは、エントリーシー
トの書き方や面接練習をサポートしてい
ただきました。面接では、タイプが異なる
２人の先生と練習を重ねることで、本番
でも柔軟な対応ができるようになりまし
た。就活中は不安な気持ちになることも
ありましたが、時には面接練習をオンラ
インで行うなど、いつでも親身に寄り
添ってくれて心強かったです。

生物資源学部 生物資源学科

宮本 菫さん

内定先 日本海洋事業株式会社

自分だけの強み、｢引き出し｣が
就活を乗り越える支えになる

　大学では海洋生物の専門知識のほか、
乗船調査や海洋観測方法、メンテナンス
なども学びました。それらを活かせる現
場での仕事を求めて決めた就職先。調査
船に乗り、未知の世界が広がる海の探究
を、観測技術を通じて支える仕事です。
　就活では、自分の強みをアピールする
ことが大事です。私は勉強以外に課外活
動やアルバイト、資格取得などの経験で
「自分の引き出し」を増やし、面接にも役
立てることができました。また、キャリアセ
ンターでのエントリーシート添削や面接
練習、相談を通じて、自己分析や将来観
を明確にできたことも大きかったです。

生物資源学研究科 海洋生物資源学専攻

山田 拓海さん

内定先 福井赤十字病院

実習での経験と自分の強みを知り
目指していた災害看護師に

　４年間で印象深いのは、基礎看護実習
と領域別看護実習です。毎日記録に追わ
れ大変でしたが、友人たちと切磋琢磨し
て乗り越えることを経験。救護ボランティ
アや救命講習では多様な考え方やその
背景、時間の使い方も学びました。これら
多くの学びで得た看護観をもとに、常に迅
速かつ適切に対応できる看護師、そして
災害看護師として活躍するのが目標です。
　キャリアセンターでの小論文指導と面
接指導では、強みや弱みだけでなく、経
験や学生生活を通して自分なりの価値
観や大切にしていることを明確にでき、
自分を知る良い機会になりました。

看護福祉学部 看護学科

酒井 咲来さん

内定先 福井県教育委員会

憧れの先生を目指した４年間
人生の財産となる仲間もできた

　高校時代の恩師は、勉強に対して消極
的だった私に寄り添いながら、学ぶ楽し
さを教えてくださいました。この先生のよ
うになりたい、農業の知識を深めたいと
県大に入学。教育実習では、母校の生徒
たちの成長を目の当たりにして感動！ 
高校農業科教員への決心がつきました。
そして就活中に出会った友人たちは、職
種や目標は違えど高い志を持つ仲間。
かけがえのない財産になりました。
　教員に求められることの一つが、物事
を多面的に考えること。面接練習でもそ
のことを重点的に行うなど、きめ細かく
対策いただき、夢を実現できました。

生物資源学部 創造農学科

保田 泰希さん

内定先 福井県庁

増養殖の知識と経験を活かし
福井県の水産業を盛り上げていく

　先生方から学んだ増養殖学の知識や
経験を福井県の水産分野に活かしたい。そ
の想いが「福井県が目指す持続可能な魅
力あふれる稼げる水産業」の推進につなが
り、公務員専願へ。卒業研究「三方湖に生
息するタモロコの資源回復」での環境DNA
調査や組織切片作製の技術も、水産資源
の保全や管理に活かせると考えています。
　周囲の内定を聞きながらの公務員試
験勉強は、不安で押しつぶされそうになる
ことも。キャリアセンターではそんな不安
にも耳を傾けていただき励ましてください
ました。面接や集団討論の練習など、最
後までやりきれたことに感謝しています。

海洋生物資源学部 先端増養殖科学科

田辺 太一さん

内定先 社会福祉法人 六条厚生会

キャリアセンターのように
利用者が安心して頼れる存在に

　就職は児童分野を考えていましたが、
子どもの健全な発育や親子の適切な関
係を守るために、障害のある親の支援が
できる障害分野に変更。きっかけは実習
やインターンシップでのさまざまな経験で
す。社会人になったら、利用者が安心して
頼れる存在になれるよう頑張りながら、児
童分野にもアンテナを張るつもりです。
　就活中の頼れる存在がキャリアセン
ター。履歴書の書き方から面接練習、立
ち居振る舞いまで、基本からアドバイスい
ただけました。履歴書では、志望動機や
強みについて考えを引き出していただき、
納得いく文章にすることができました。

看護福祉学部 社会福祉学科 

本田 千尋さん

内定先 株式会社 アイシン福井

面接に合わせた強みのアピールと
パターン練習で希望企業内定へ

　小さい頃から自動車が大好き。レース
観戦や仲間とのドライブ、構造の話題な
ど、人生のそばにはいつも自動車があり
ました。だから、日本のものづくり産業を
支え、自分と同じ自動車ファンのために働
きたいと就職先を決めました。県大で学
んだ生産管理や原価管理、情報経営の
知識は、仕事でフルに活用できそうです。
　私には多くの強みや活動履歴があると
自信がありましたが、面接ですべてを話せ
るわけではありません。キャリアセンター
では面接に合わせた適切な強みを検討
し、さまざまなパターンの面接練習を実践。
その積み重ねが内定につながりました。

経済学部 経営学科

中野 紗良さん

内定先 フクビ化学工業株式会社

経済学部 経済学科

阿古 七海さん

自分を知った自己分析を
今後のキャリアや人生に活かす

　ものづくりへの興味と、持続可能な製
品開発の取り組みに共感して就職を決
めました。専門分野だけでなく、情報を
収集・整理し、考えを理論的にまとめて
伝える力を育てる県大の学びは、働く上
での土台になると思います。ゼミやグ
ループワークでは、議論し分担して成果
を出す協働力も学べました。
　就活を始めるまでは、自分の性格や、
やりがいを感じるものがわかっていませ
んでしたが、キャリアセンターでの自己
分析で自分の強みや弱みがはっきり見え
てきました。この結果は今後のキャリア
アップにも役立つと思っています。
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クラブ＆サークル紹介

永平寺キャンパス
［体育系］
・アメリカンフットボール部
・カバディサークル
・弓道部
・剣道部
・サッカー部
・女子アイスホッケー部
・女子バレーボール部
・水泳部
・スノースポーツ部
・ソフトテニス部
・ソフトバレーサークル
・ダブルダッチサークル Getchew
・男子アイスホッケー部
・男子ソフトボール部
・男子バスケットボール部
・男子バレーボール部
・男子フットサル部
・男女硬式テニス部
・男女バドミントン部
・ダンス部 JEEZ
・バスケットボールサークル
・パラグライダー部
・ハンドボール部
・福井県立大学 カヌー部
・福井県立大学 軟式野球サークル
・福井県立大学 よっしゃこい
・陸上競技部

［文化系］
・AI研究会
・BBSサークル
・Open the Sesame
・アカペラ部 Tran-Baccano
・アコースティックギターサークル部
・朝活サークル
・裏千家茶道部
・エシカルサークル
・演劇部「劇団くらげ」
・オカルトサークル
・お笑いサークル FPU-O
・キッズボランティアサークル「れいんぼー」
・競技かるた部
・教職サークル
・恐竜サークル「DiNo」
・軽音楽部
・コミットサミット
・写真部
・書道サークル

学友会は永平寺キャンパスの大学祭「白樫祭」を中心に、学内で行わ
れるイベントの運営を目的とした団体です。大学を盛り上げるための
イベントの企画・運営を通して、講義では学ぶことができない多くの
経験ができます！

永平寺キャンパス ｜ 学友会

海友会は小浜キャンパスの大学祭「白樫祭」や新しく小浜に来る2年生
の歓迎会等、大学のイベントの運営を行っています。人数は少ないで
すが、互いに協力しながらさまざまな役割に携わることで、貴重な経
験と思い出を得ることができます！

小浜キャンパス ｜ 海友会

 C l u b  a n d  C i r c l e s

写真部

剣道部

文芸部

農業部

軽音楽部

アメリカンフットボール部

ジャグリングサークル Jackal

アカペラ部 Tran-Baccano

BBSサークル

映画サークル男子アイスホッケー部

ライフセービング部

パラグライダー部

キッズボランティアサークル「れいんぼー」

女子アイスホッケー部

エシカルサークル

恐竜サークル「DiNo」

ダブルダッチサークル Getchew

ダンス部 JEEZ

Open the Sesame

裏千家茶道部

福井県立大学 管弦楽部

福井県立大学 よっしゃこい

・チャレンジサポートサークル（CSサークル）
・つぐみラボ
・七盤サークル
・日本遊戯振興会
・人間関係構築サークル
・農業部
・ハイキングサークル
・福井県立大学 管弦楽部
・福井県立大学クイズ研究会 FABRIQ
・福井県立大学 ジャグリングサークル Jackal
・文芸部
・Pokerサークル Exploit
・ボードゲームサークル
・星空サークル
・YOLOサークル

小浜キャンパス
［体育系］
・小浜キャンパス アイスホッケー部
・小浜キャンパス アメリカンフットボール部
・小浜パラグライダー部
・球技サークル
・ダンス部 JEEZ 小浜支部
・バドミントンサークル
・バレーボール部
・ライフセービング部

［文化系］
・油絵部
・映画サークル
・音楽サークル
・軽音楽部
・おばま水族館 学生メンバーサークル
・美食サークル
・文芸サークル
・遊狩漁部

あわらキャンパス
［文化系］
・スパイス研究会

勝山キャンパス
［文化系］
・勝山学祭実行委員会
・北陸地学探求サークル TITAN

かけがえのない仲間と出会える魅力的なクラブ・サークルがたくさん！

クラブ・サークル
情報はこちら

アコースティックギターサークル部
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豊富なメニューとリーズナブルな価格帯が人気。
学生だけでなく一般の方も利用可能です。

永平寺キャンパス Eiheiji Campus

Campus Guide Campus Guide

経済学部／経済学科・経営学科
生物資源学部／生物資源学科
看護福祉学部／看護学科・社会福祉学科

禅の里 永平寺町に位置する、広大で緑豊かな学術研究フィールド

県大レストラン1
昼食時や休憩時、自習時などで自由に利用が可
能。「学生チャレンジスペース」もあります。

永平寺キャンパスの中央にある広場。天気の良
い日は学生たちの憩いのスペースになります。

お茶を飲みながら外国人インストラクターと気
軽に英会話！ 留学相談も実施しています。

授業の空き時間に友達と集まり会話を楽しむな
ど、学生が自由に使える空間です。

永平寺キャンパスで一番大きな講義室。およそ
300人が一度に講義を受けられます。

World Café4 アトリウム5 共通講義棟内 大講義室6

あわらキャンパス Awara Campus

生物資源学部／創造農学科

あわらの自然豊かな里地里山のフィールドが
そのまま学び場に

学生会館2 フォーラム（広場）3

木造1階建てで創造農学科生の学びの
拠点。講義室や実験室、調理室、医務室
などがあります。 

教育棟2

6次産業化を推進する人材育成のため、
食品加工技術向上と交流のためのスペー
スがあります。

食農交流棟1

大型CTで標本を壊さず内部を可視化。
１ｍ超の大型化石も解析可能な研究拠
点です。

CT解析ラボ2

１階から３階の吹き抜けと屋外の芝生
広場をつなぎ、学生・教員・地域の方々
が交流できる空間です。

アブドミナルホール1

Campus Guide

勝山キャンパス

恐竜学部／恐竜・地質学科

日本有数の恐竜研究拠点である
福井県立恐竜博物館に隣接し、
博物館との連携が整う

Katsuyama Campus

12

水　田

屋外人工気象室

格納庫

園芸ハウス

作業室 堆肥舎
1 2

正　門

第4

第2

第1

第3

Bus stop

県立大学
バス停

2

3

5
6

4

1

正　門

西　門

経済学部棟

キャリアセンター

生物資源学部棟

図書館

本部棟

実験農場

看護福祉学部棟

講堂・多目的ホール

恐竜学研究所

地域経済研究所
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海洋生物資源学部棟

2

1

正　門

体育館 図書館

正　門

2

1

海洋生物資源学部／海洋生物資源学科・先端増養殖科学科

海洋生物資源学部／海洋生物資源学科・先端増養殖科学科

教員と学生のスペースが隣接し、コミュ
ニケーションが円滑に行えるよう工夫さ
れています。

研究講義棟1

養殖魚を育成する大型水槽を備えた飼育
実験室、魚を飼育管理できる小型魚類飼
育室を設置。

飼育棟2

Campus Guide

小浜キャンパス
雄大な日本海を目前に望む開放感あふれる
キャンパス

波や潮流などを再現する装置を取り付け
た４種類の水槽のほか、先進的な設備を
備えています。

海洋環境工学実験棟1

海が見えるレストランで地産地消にこだ
わったバイキングが楽しめます。県大生
は割引価格。

県大レストラン＆
キッチンBoo

2

Campus Guide

かつみキャンパス
キャンパス前の若狭湾を活用する先端増養殖科学の
教育・研究拠点

Obama Campus

Katsumi Campus

※カッコ内は生活保護世帯等の金額

地方公共団体、公益法人、民間企業等が行う奨学金制度があります。
募集がある場合に大学ホームページに掲載します。

修学に必要な費用等

充実した相談体制

● 貸与奨学金

● 給付奨学金
　（修学支援新制度）

日本学生支援機構の奨学金

大学での学びや生活、健康、進路など、さま
ざまな悩みや不安に対して、各学科・学年ご
とに配置された学生相談担当教員が相談に
応じます。

教員による学生相談

「授業に出席できない」「大学になじめない」
「自信が持てない」など、学生生活の悩み事
に、専門知識や援助技術を持つキャンパス
ソーシャルワーカーが相談に応じます。

修学、生活などの相談

健康診断や健康相談、メンタルヘルス相談、
カウンセリングなどに、看護やカウンセリン
グの専門スタッフ（学校医、保健職員、カウン
セラー）が応じます。

身体や心の悩み相談

文部科学省の「高等教育の修学支援新制度」

その他の奨学金

入学料・授業料等（2026年４月現在）

奨学金

修学支援新制度の対象となっている者は、入学料、授業料の減免を受けることができます。

福井県独自の「2人扶養世帯の県内大学等授業料減免制度」

修学支援新制度の対象となっている者かつ福井県内の進学者に対し、福井県独自の上乗せ支援を行います。

福井県立大学独自の授業料減免および納付期限延長の制度

入学料・授業料減免制度

福井県立大学
（県内在住）

※文部科学省「2023年度 私立大学入学者に係る
　学生納付金等調査結果」より作成

※2025年度の実績であり、金額が変更される場合があります。 福井県立大学
（県外在住）

私立大学平均※

第二種（有利子）

第一種
（無利子）

自宅通学者

自宅外通学者

貸与月額

20,000円、30,000円、45,000円から学生が選択した額

20,000円、30,000円、40,000円、51,000円から学生が選択した額

月額20,000円～ 120,000円の間で、1万円単位で学生が選択した額

自宅通学者

自宅外通学者

区　分

区　分

給付月額

第Ⅱ区分 第Ⅲ区分第Ⅰ区分

29,200円（33,300円）

66,700円

19,500円（22,200円）

44,500円

9,800円（11,100円）

22,300円

第Ⅳ区分

7,300円（8,400円）

16,700円

0

500

1,000

1,500
（千円）

779千円 873千円

約47％減 約41％減

1,477千円

入　 学　 料

授業料（年額）

その他（学生保険等）

合　　　  計

福井県内に在住の方

188,000円

778,800円

535,800円

約55,000円※

福井県外に在住の方

282,000円

872,800円

学生生活サポート
Student Support

私立大学と比べると負担が少ない!

大学院生、留学生を対象とした授業料減免および納付期限延長の制度があります。
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LIFELIFE

Kouhei Omote

Akihiro FutakabuHonoka Matsuura

Mei Okuno

大学生活は学ぶこと以外にもサークルや趣味、アルバイトなど
楽しみはいっぱい。県大生の「自宅暮らし」「一人暮らし」それぞれ
の魅力とリアルを、先輩から紹介してもらいました！

県大 出身地域別学生数
（学部・大学院）

甲信越 95
東海 279

関東 109

東北 29

北海道 10

九州・沖縄 19

四国 16

中国 26

近畿 234

北陸（石川・富山）277

海外 34

福井県　1,081

合 計 2,209

自
宅
暮
ら
し

一
人
暮
ら
し

大学生になり、自分の考えを求められることが多くなりまし
た。フィールドワークが多い日本経済史ゼミでは県内各所を
訪ね、楽しさを実感しながら経済との関係性を探るととも
に、仲間たちや先生のそれぞれの見方や考え方を知る良い
機会になっています。休日はバイク。入学後に免許を取得
し、大好きな福井県の良さを再認識しながら走っています。

経済学部 経済学科　表 洸平さん

仲間が増え、視野が広がって
自分の考え方も確立される

自分STYLE

中学生から続けている剣道は４段。
忙しさで乱れがちな心が整い、スト
レス解消にもなっています。

大好きな三国の海。
季節ごとに変わる表
情が素敵なんです！

ポケットサイズのメモ
帳は、ふとしたアイデア
や院生・先生の助言が
すぐ書ける優れモノ！

大学２年時に取得した大
型バイク免許。県内の道の
駅に行くのが楽しみ！

写真がプリントでき
るカメラで気に入っ
たその一瞬を撮影！

フィールドワークで陶芸を体験。仲
間と過ごす時間も長いので、付き合
いも深まります。

大学周辺は海や山、川があり、研究に最適な環境です。藻
類生命科学研究室での実験とサンプリングの日々は充実し
ている反面、行き詰まることも。そんなときは院生や先生に
相談して改善しながら、仲間と一緒に次のステップを考え
確実に前進していくのが面白いです。アルバイトを通じた
交友や交流も、視野を広げるよい刺激になっています。

海洋生物資源学部 海洋生物資源学科　二株 翠洋さん

大好きな海の近くで
思う存分、研究に没頭する

自分STYLE

パラグライダー部に所属。県内外の
行く先々で空を飛ぶ仲間とは強い絆
を感じています。

自宅から数分で海！ 学内レストラン
から見える小浜湾の表情は見ていて
飽きません。

祖父母が営む農業を継ぎたくて入学。農学以外に地元のこ
とも知ろうと、「MAK.JC」（三国･芦原･金津青年会議所）の
市民サポーターにも参加しています。イベントで知り得た地
元の魅力や多くの方 と々の交流は、学びにも活かすつもりで
す。１年次には海外留学も経験。英語でのアピール力が強
化できました。在学中にファームステイも予定しています！

生物資源学部 創造農学科　松浦 穂乃佳さん

自分STYLE

#私のイチ
オシ!

#私のイチオシ!

地元のイベントには積極的に参加。
農業サークルで育てたジャガイモを
使ったお菓子を販売したことも。

初海外のシンガポールはすべてが新
鮮で刺激的！ 学内｢World Café｣で
の英会話も役に立ちました。

高校時代とは比べものにならないくらい、交友関係や行動
範囲が広がっています。友達といろいろな話題で盛り上
がったり、おいしい店を探して出かけたり、絶景を見に行く
など楽しみが尽きません。特に今熱中しているのは美しい
景色をプリント写真で残すこと。自然豊かなスポットや観光
地はもちろん、実は県大の校舎外観も芸術的で素敵です。

看護福祉学部 看護学科　奥野 芽依さん

自分STYLE

星空が綺麗な六呂師高原。南六呂師
エリアは、星空の世界遺産ともいわ
れる星空保護区にも認定！

毎朝お弁当を作っています。寝坊で
きないプレッシャーがありますが、規
則正しい生活ができています。

永平寺キャンパス

永平寺キャンパス

あわらキャンパス 小浜キャンパス

#私のイチオシ!

自宅暮らしは時間や生活に
ゆとりがあります！

研究やアルバイトの時間を
自由にやりくりできる！

自宅暮らしで
貯金をしてます。

貯めたお金で旅行へ！

一人暮らしは“自由”。
節約や節電を考えるので
“自立”も早いかも？

大学と地域、留学で
学びの幅が広がり深まる

#私のイ
チオシ

!

自然豊かで芸術的、
おいしい“福井”を探す
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客員教授

海堂 尊
作家、医師

角鹿 尚計

元 福井市立郷土歴史博物館長（市理事・
学芸員）、神職・歌人

溝尾 良隆
立教大学 名誉教授

宮内庁参与、（一財）地域創造 会長、
元 内閣府事務次官

山本 信一郎
養老 孟司
東京大学 名誉教授

フィリップ・Ｊ・カリー

カナダ アルバータ大学 
理学部生物学科 教授

中国 中国科学院 古脊椎動物古人類学
研究所 所長（教授）

徐 星

イギリス スコットランド エディンバラ大学
地球科学部古生物学・進化学 専任教授

スティーブ・Ｌ・ブルサッテ

アメリカ モンタナ州立大学 
ボーズマン校 地球科学科 教授

デイヴィッド・Ｊ・ヴァリッキオ

カナダ ロイヤルオンタリオ博物館
古脊椎動物部門長

デイヴィッド・Ｃ・エバンス

毛利 衛

宇宙飛行士、
日本科学未来館 名誉館長

藻谷 浩介

（株）日本総合研究所 主席研究員、
（株）日本政策投資銀行 地域調査部
特任顧問 森 隆志

富士通（株） シニアアドバイザー、
前 気象庁長官

山内 豊明

放送大学大学院 文化科学研究科 教授、
名古屋大学 名誉教授

studio-L 代表

山崎 亮
ノンフィクション作家、
福井県年縞博物館 特別館長

山根 一眞

中川 毅

立命館大学 古気候学研究センター
センター長・教授 中島 精也

丹羽連絡事務所 チーフエコノミスト 東京都立大学・首都大学東京 名誉教
授、明治大学 研究・知財戦略機構 研究
推進員

中林 一樹

廣川 進
法政大学 キャリアデザイン学部 教授 シンフォニアテクノロジー（株）

取締役会長

武藤 昌三

異文化コミュニケーター、
元 国際連合人間居住計画（国連ハビタット）
親善大使

マリ・クリスティーヌ

橘川 武郎
国際大学 学長 （株）NHKエンタープライズ 

エグゼクティブ・プロデューサー

堅達 京子
小林 栄三
伊藤忠商事（株） 名誉理事

小林 昌道
大本山永平寺 監院

池上 惇
京都大学 名誉教授

伊東 光晴
京都大学 名誉教授 東京大学 名誉教授、

兵庫県立人と自然の博物館 名誉館長

岩槻 邦男

東京大学 名誉教授、
高崎健康福祉大学 農学部長

大政 謙次

写真家、（一社）京都会所 代表理事

エバレット・ケネディ・ブラウン
安間 匡明

一橋大学 国際・公共政策大学院
客員教授 一島 啓人

福井県立恐竜博物館 主任研究員

高知大学 名誉教授、
越知町立 横倉山自然の森博物館
地域おこし協力隊

近藤 康生
芝原 暁彦

地球科学可視化技術研究所（株）
所長

野田 芳和
福井県立恐竜博物館 指導研究員

宮田 和周

福井県立恐竜博物館
副館長（調査展示）

平山 廉
早稲田大学 教授

寺田 和雄

福井県立恐竜博物館
副館長（研究体験）

鈴木 幹一

エステー（株）アドバイザー、
青山学院大学 コミュニティ人間科学部
客員教授

青山社中（株） 筆頭代表CEO、
総務省 地域力創造アドバイザー

朝比奈 一郎

元 北陸電力（株） 相談役、
元 北陸経済連合会 特別顧問

新木 富士雄

（株）JTB相談役（元社長・会長）、
福井県観光アカデミー 元学長、
JATA（日本旅行業協会） 元会長

田川 博己

1920

1966

1975

1982

1984

1992

1993

1994

1996

1998

1999

2001

2002

2003

2004

2006

2007

2009

2010

2013

2016

2017

2020

2022

2023

2025

2026

福井県農業試験場内に福井県農業技術員養成課程を設置
福井県農業短期大学校に改称
福井県立短期大学（農学科、経営学科、看護学科）を開学
第二看護学科を開設
専攻科地域看護学専攻を開設
開学［福井キャンパス（経済学部・生物資源学部）］
初代学長に坂本慶一が就任
小浜キャンパス（海洋生物資源学科）、
生物資源開発研究センターを開設
看護短期大学部を併設
看護短期大学部を福井キャンパスに移転
大学院修士課程を開設
大学院博士課程を開設
第２代学長に常脇恒一郎が就任
看護福祉学部を開設
看護短期大学部を閉学
地域経済研究所を開設
学術教養センターを設置
海洋生物資源臨海研究センターを開設
大学院看護福祉学研究科を開設
第３代学長に祖田修が就任
大学院にビジネススクールを設置
公立大学法人に組織変更
海洋生物資源学部を開設（小浜キャンパス）
第４代学長に下谷政弘が就任
キャリアセンターを開設
恐竜学研究所を開設
第５代学長に進士五十八が就任
福井キャンパスの名称を永平寺キャンパスへ変更
地域連携本部を開設
あわらキャンパス開設
生物資源学部創造農学科を開設
かつみキャンパス開設
海洋生物資源学部先端増養殖科学科を開設
第６代学長に岩崎行玄が就任
大学院健康生活科学研究科を開設
情報センターを開設
恐竜学部を開設
国際センター、地域連携センター、共通教育センターを開設
勝山キャンパス開設
地域政策学部を開設

History
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東京
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大阪
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福井県立大学
永平寺キャンパス
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↓大野IC
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福井県立恐竜博物館

勝山キャンパス

金沢↑

敦賀↓

●

車両
通行止め

小浜キャンパス

かつみキャンパス 内外海小学校天ヶ城トンネル

西津公民館 敦賀

小浜中学校
雲浜小学校

小浜漁港

小浜湾

舞鶴 小浜駅

小浜簡易裁判所

敦賀

小浜
IC小浜市役所

南川
北川

若狭高校
海洋キャンパス

JR小浜線
27

162

（2027年開設）

若
狭
町

舞
鶴
若
狭

自
動
車
道

永平寺キャンパス
〒910-1195
福井県永平寺町松岡兼定島4-1-1
TEL 0776-61-6000（代）
〈バス〉所要時間約40分
京福バス福井駅西口バスターミナル
大学病院線「県立大学」下車
〈乗用車〉福井駅より約20分
北陸自動車道 福井北ICより約10分

合　　計

入試DATA

▶  志願者・合格者・倍率（2026年度入学生） ▶  学部学生数（2026年5月1日現在）

経済学科
経営学科
計

生物資源学科
創造農学科

計
海洋生物資源学科
先端増養殖科学科

計
看護学科

社会福祉学科
計

恐竜・地質学科
計

地域イノベーション学科
計

35
35
70
14
11
25
25
10
35
25
15
40
15
15
30
30
215

212
168
380
68
16
84
90
63
153
51
40
91
82
82
209
209
999

191
153
344
60
16
76
80
61
141
47
36
83
80
80
193
193
917

62
50
112
29
14
43
35
19
54
30
21
51
15
15
32
32
307

3.1
3.1
3.1
2.1
1.1
1.8
2.3
3.2
2.6
1.6
1.7
1.6
5.3
5.3
6.0
6.0
3.0

20
20
40
17
5
22
10
6
16
5
5
10
3
3
5
5
96

387
182
569
137
27
164
127
66
193
64
50
114
50
50
494
494
1,584

118
62
180
46
4
50
57
26
83
11
23
34
13
13
176
176
536

20
20
40
26
4
30
12
6
18
5
5
10
4
4
7
7

109

5.9
3.1
4.5
1.8
1.0
1.7
4.8
4.3
4.6
2.2
4.6
3.4
3.3
3.3
25.1
25.1
4.9

55
55
110
31
16
47
35
16
51
30
20
50
18
18
35
35
311

599
350
949
205
43
248
217
129
346
115
90
205
132
132
703
703
2,583

309
215
524
106
20
126
137
87
224
58
59
117
93
93
369
369
1,453

82
70
152
55
18
73
47
25
72
35
26
61
19
19
39
39
416

3.8
3.1
3.4
1.9
1.1
1.7
2.9
3.5
3.1
1.7
2.3
1.9
4.9
4.9
9.5
9.5
3.5

学　部 学　科
一般選抜・前期日程 学部・学科 1年

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率
一般選抜 計（A）一般選抜・後期日程

大学DATA ACCESS MAP

※日程は2026年5月現在の予定です。
　変更される場合がありますので、本学HPでご確認ください。

※いずれかの日程で
　実施予定

■学部（学科）により満点が異なります。
　※前期日程：経済学部、看護福祉学部看護学科500点満点。生物資源学部生物資源学科、恐竜学部450点満点。

地域政策学部600点満点。他の学部（学科）400点満点。
　※後期日程：生物資源学部創造農学科350点満点。看護福祉学部看護学科700点満点。

看護福祉学部社会福祉学科、地域政策学部500点満点。他の学科600点満点。

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

経済学部

看護福祉学部

恐竜学部

地域政策学部

生物資源学部

海洋生物
資源学部

総　　　計

▶  合格者の最高・最低・平均点（2026年度入学生）一般選抜

▶  入試に関するお問合せ

福井県立大学 入学試験本部（入試企画室）　〒910-1195  福井県永平寺町松岡兼定島4-1-1

▷ 入試日程（2027年度入学者選抜）

経済学科
経営学科

生物資源学科
〈試験A〉
〈試験B〉
創造農学科

海洋生物資源学科
先端増養殖科学科

看護学科
社会福祉学科
恐竜・地質学科
地域イノベーション学科

384.0
402.7
ー

300.9
329.5
274.7
326.6
292.8
330.2
315.6
371.0
436.5

308.4
310.7
ー

235.3
259.2
214.8
251.4
244.2
266.1
230.5
322.9
378.1

327.4
337.9
ー

266.2
288.2
247.0
274.9
263.4
291.3
253.9
348.8
402.2

445.5
469.9
449.6
ー
ー

248.4
475.3
435.3
482.2
354.0
486.5
404.6

414.4
399.1
360.7
ー
ー

198.4
419.1
387.6
383.5
339.7
440.8
354.1

学　部 学　科
前期日程 区　　分 出願期間後期日程

最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点

423.4
414.6
399.6
ー
ー

222.5
442.0
412.5
427.9
346.0
454.2
366.1

前期日程

後期日程

試験日

2027.2.25(木)

2027.3.12(金)
2027.1.25(月)～
2027.2.3(水)

学校推薦型選抜 2026.11.21(土)2026.11.2(月)～
2026.11.10(火)

総合型選抜 2026.11.22(日)2026.10.1(木)～
2026.10.8(木)

経済学部

看護福祉学部

恐竜学部
地域政策学部

生物資源学部

海洋生物
資源学部

経済学科
経営学科
計

生物資源学科
創造農学科

計
海洋生物資源学科
先端増養殖科学科

計
看護学科

社会福祉学科
計

恐竜・地質学科
計

地域イノベーション学科
計

20
20
40
11
7
18
10
8
18
20
10
30
6
6
25
25
137

41
42
83
10
14
24
11
7
18
31
19
50
7
7
36
36
218

41
42
83
10
13
23
11
7
18
31
19
50
7
7
36
36
217

26
27
53
10
9
19
10
7
17
21
12
33
6
6
34
34
162

1.6
1.6
1.6
1.0
1.4
1.2
1.1
1.0
1.1
1.5
1.6
1.5
1.2
1.2
1.1
1.1
1.3

学　部 学　科
学校推薦型選抜（Ｂ）

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

5
5
10
8
7
15
5
6
11
ー
ー
ー
6
6
10
10
52

5
8
13
7
17
24
18
19
37
ー
ー
ー
60
60
19
19
153

5
8
13
7
17
24
17
18
35
ー
ー
ー
34
34
19
19
125

3
6
9
6
10
16
8
8
16
ー
ー
ー
9
9
11
11
61

1.7
1.3
1.4
1.2
1.7
1.5
2.1
2.3
2.2
ー
ー
ー
3.8
3.8
1.7
1.7
2.0

総合型選抜（C）
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名
若干名

7
8
15
1
0
1
0
0
0
1
1
2
2
2
3
3
23

7
8
15
1
0
1
0
0
0
1
1
2
2
2
3
3
23

3
4
7
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
9

2.3
2.0
2.1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1.0
2.0
2.0
2.0
ー
ー
2.6

特別選抜（D）
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

80
80
160
50
30
80
50
30
80
50
30
80
30
30
70
70
500

652
408
1,060
223
74
297
246
155
401
147
110
257
201
201
761
761
2,977

362
273
635
124
50
174
165
112
277
90
79
169
136
136
427
427
1,818

114
107
221
71
37
108
65
40
105
56
39
95
35
35
84
84
648

総計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋D）
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

経済学部

看護福祉学部

恐竜学部

地域政策学部

生物資源学部

海洋生物
資源学部

総　　　計

一
般
選
抜

帰国生徒

社会人

私費外国人留学生

2026.10.26(月)～
2026.11.2(月)

2026.11.21(土)～
2026.11.22(日)

特
別
選
抜

TEL. 0776-61-6000
FAX. 0776-61-6012
MAIL. nyusi@g.fpu.ac.jp

入試情報は
こちらから!

経済学科

経営学科

生物資源学科

創造農学科

海洋生物資源学科

先端増養殖科学科

看護学科

社会福祉学科

恐竜・地質学科

地域イノベーション学科

（179）

（234）

（413）

（103）

（73）

（176）

（60）

（27）

（87）

（192）

（113）

（305）

（28）

（28）

（49）

（49）

（1,058）

435

442

877

204

133

337

218

131

349

217

132

349

68

68

74

74

2,054

109

114

223

51

37

88

54

33

87

52

34

86

34

34

518

（45）

（59）

（104）

（18）

（24）

（42）

（13）

（7）

（20）

（44）

（27）

（71）

（17）

（17）

（254）

116

115

231

49

32

81

56

31

87

55

33

88

487

（46）

（63）

（109）

（29）

（18）

（47）

（15）

（8）

（23）

（49）

（29）

（78）

（257）

119

128

247

52

29

81

56

33

89

56

31

87

504

（48）

（61）

（109）

（29）

（13）

（42）

（17）

（6）

（23）

（50）

（25）

（75）

（249）

91

85

176

52

35

87

52

34

86

54

34

88

34

34

74

74

545

（40）

（51）

（91）

（27）

（18）

（45）

（15）

（6）

（21）

（49）

（32）

（81）

（11）

（11）

（49）

（49）

（298）

2年 3年 4年 計

全学部計

▶  大学院学生数（2026年5月1日現在）

大学院博士前期課程・修士課程 1年

経済・経営学研究科
地域・国際経済政策専攻

経営学専攻
（0）

（3）

（6）

（5）

（5）

（2）

（21）

1

7

11

23

6

4

52

（2）

（4）

（9）

（5）

（7）

（5）

（32）

3

12

18

9

7

7

56

（2）

（7）

（15）

（10）

（12）

（7）

（53）

4

19

29

32

13

11

108

2年 計

▶  教員数（2026年４月１日現在）
学部等

計

学長・副学長

学長・副学長

経済学部／経済・経営学研究科

生物資源学部／生物資源学研究科

海洋生物資源学部／生物資源学研究科

看護福祉学部／看護福祉学研究科・健康生活科学研究科

恐竜学部／生物資源学研究科

地域政策学部

地域経済研究所

情報センター

国際センター

地域連携センター

共通教育センター

4

4

教授

14

15

17

23

11

10

1

1

2

3

4

101

9

16

11

8

5

6

3

4

3

65

3

1

2

14

2

1

23

4

26

32

30

45

18

16

1

5

6

3

7

193

准教授 助教 計

大学院博士後期課程 1年

経済・経営学研究科 経済研究専攻

生物資源学研究科
生物資源学専攻

海洋生物資源学専攻

3

2

6

5

16

（2）

（0）

（0）

（3）

（5）

2

3

3

2

10

（0）

（0）

（2）

（0）

（2）

4

11

2

4

21

（2）

（3）

（0）

（2）

（7）

9

16

11

11

47

（4）

（3）

（2）

（5）

（14）

2年 3年 計

健康生活科学研究科 健康生活科学専攻

生物資源学研究科
生物資源学専攻

海洋生物資源学専攻

看護福祉学研究科
看護学専攻

社会福祉学専攻

合　　計

福井まちなかキャンパス
〒910-0858
福井県福井市手寄1-4-1
AOSSA（アオッサ）内
〈電車〉福井駅東口より徒歩1分
〈乗用車〉北陸自動車道 福井ICより約10分

あわらキャンパス
〒910-4103
福井県あわら市二面88-1
TEL 0776-77-1443(代）  
〈乗用車〉
芦原温泉駅より約15分
北陸自動車道 金津ICより約15分

小浜キャンパス
〒917-0003  
福井県小浜市学園町1-1
TEL 0770-52-6300（代）  
〈バス〉小浜駅よりあいあいバスで約10分
「西津公民館前」下車徒歩15分
〈乗用車〉小浜駅より約10分
舞鶴若狭自動車道 小浜ICより約5分 

かつみキャンパス
〒917-0116  
福井県小浜市堅海49-8-2
TEL 0770-52-7305（代）
〈バス〉小浜駅よりあいあいバスで約20分
「堅海」下車
〈乗用車〉小浜駅より約20分
舞鶴若狭自動車道 小浜ICより約20分 

［発行］ 公立大学法人 福井県立大学　2026年６月

勝山キャンパス
〒911-0025
福井県勝山市村岡町五本寺17-15
TEL 0779-64-4850（代）
〈電車・バス〉
えちぜん鉄道 勝山駅よりバスで約15分
「恐竜博物館」下車
〈乗用車〉福井駅より約50分
中部縦貫自動車道 勝山ICより約10分

経済学部計

生物資源学部計

海洋生物資源学部計

看護福祉学部計

恐竜学部計

地域政策学部計

※（    ）は女子人数

※（    ）は女子人数

90 91


